
日程 内容

役職 氏名 氏名 委員会 氏名 平成23年4月23日 会長・副会長研修会

会長 小池 俊也 事業委員会 猪俣 勝則 平成23年5月19日 Ｈ２３年度定期総会

赤羽根 丈行 河治 勉 広報委員会 伊東 扶美 平成23年6月7日 広報委員会指導者研修会

廣川 浄之 猪俣 勝則 こども安全推進委員会 中村 晴行 平成23年6月14日 校外委員会指導者研修会

中村 晴行 伊東 扶美 課題対応委員会 廣川 浄之 平成23年6月21日 厚生・保健委員会指導者研修会

小曽戸 聡 川尻 克己
学校図書館ボランティア

活性化委員会 遠山 浩美 平成23年6月28日
家庭教育講演会 兼
学年・学級委員会指導者研修会

総　務 松永 明
インターネット・ケータイ

問題対策委員会
赤羽根 丈行 平成23年10月6日 学校図書館ボランティア読み聞かせ講座

会　計 土屋 智 楯石 秀幸

会計監査 脇 通真 大堀 泰

顧問 矢口 さをり

平成２３年度前期活動報告

副会長

平成２３年度横須賀市ＰＴＡ協議会名簿（敬称略）

役員・顧問 委員長

 

 

 

 

本紙への感想、市Ｐ協へのご意見・ご要望は市Ｐ事務局まで。 

TEL：824-1478 FAX：824-1480 E-Mail：office@pta-yokosuka.jp 
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横 須 賀 市 Ｐ Ｔ Ａ 協 議 会

    

会長 小池 俊也 

みなさま、はじめまして。私がこの度横須賀市ＰＴＡ協議会会長を拝命いたしました小池俊也

でございます。「ＰＴＡからＰＴＣＡへ」が私の持論です。つまり学校はＰ（保護者）とＴ（学校）

だけではなくＣ（地域）を巻き込んでこそ良い学校つくりができるという事です。 

学校に関わる保護者や地域の方々が一人でも多くなれば教育を取り巻く多くの問題も尐しずつ

解決していけるのではないでしょうか。みなさま御協力の程、何卒よろしくお願い申し上げます。  

横須賀市ＰＴＡ協議会は、通称『市Ｐ協』

と呼ばれています。 

各学校、ひとつのＰＴＡでは解決できな

い共通課題を、市Ｐ協が連絡調整し、お互

いに交流しながら解決の道を探していき

ます。各学校のＰＴＡ活動の向上や教育問

題などの調査・研究を行い、教育改善に取

り組んでいます。 

また市Ｐ協は、加入校からの会費と市か

らの補助金で運営されています。 

広報紙をご覧の 

みなさんも 

会員の一人です。 

 

総 会 

予算・決算・事業計画の承認等 

地区部会長会 

各種審議・協議 

役員会 

総会の議決に 

基づいた 

本会の運営 

地区部会 

単位PTA間の 

連絡調整等 

各学校ＰＴＡ 
会計監査 

指名委員会 

各種委員会 

 



九
部
会 

下
浦
を 

見
下
ろ
す
子
ら
と 

大
け
や
き 

北
下
浦
小
学
校 

 

新
体
制 

や
っ
て
み
よ
う
よ 

Ｐ
Ｔ
Ａ 

津
久
井
小
学
校  

か
つ
ど
う
も 

気
持
ち
ひ
と
つ
で 

こ
の
え
が
お 

粟
田
小
学
校 

 

Ｐ
役
員 

今
も
決
ま
ら
ず 

も
う
一
年 

野
比
小
学
校 

 

子
ど
も
の
た
め 

地
域
と
共
に 

汗
か
こ
う 

野
比
東
小
学
校 

 

助
け
合
い 

み
ん
な
で
作
る 

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
輪 

北
下
浦
中
学
校 

 

こ
ど
も
の
た
め 

親
が
楽
し
む 

ピ
ー
テ
ィ
ー
エ
ー 

長
沢
中
学
校 

 

野
比
の
び
と 

楽
し
ん
で
い
ま
す 

Ｐ
Ｔ
Ａ 

野
比
中
学
校 

 

七
部
会 

撫
子
に 

支
え
ら
れ
て
る 

Ｐ
Ｔ
Ａ 

明
浜
小
学
校 

 

進
化
す
る 

子
供
の
為
に 

真
価
す
る 

岩
戸
小
学
校 

 

あ
り
が
と
う 

や
っ
て
増
え
た
ね 

感
謝
の
言
葉 

神
明
小
学
校 

 

目
指
す
も
の 

「
や
ら
な
き
ゃ 

損
す
る
」 

Ｐ
Ｔ
Ａ 

久
里
浜
小
学
校 

 

か
い
ち
ょ
う
は 

ひ
る
ま
こ
な
い
が 

よ
る
は
で
る 

岩
戸
中
学
校 

 
ノ
リ
の
良
さ 

運
営
さ
ん
の 

ハ
ー
ト
次
第 

神
明
中
学
校 

 

気
を
つ
け
て 

マ
マ
チ
ャ
リ 

ま
た
が
り 

さ
あ
運
営 

久
里
浜
中
学
校  

な
で
し
こ
と 

思
い
は
同
じ 

Ｐ
Ｔ
Ａ 

養
護
学
校 

 

一
部
会 

イ
ベ
ン
ト
を 

終
え
て
み
ん
な
の

笑
顔
咲
く 

追
浜
小
学
校 

 

保
護
者
の
輪 

親
の
教
育 

子
の
成
長 

鷹
取
小
学
校 

 

く
じ
引
き
で 

役
員
引
き
当
て 

運
使
う 

浦
郷
小
学
校 

 

玉
の
汗 

な
が
る
る
姿 

子
に
映
る 

夏
島
小
学
校 

 

見
守
り
た
い 

子
ど
も
の
笑
顔
と 

安
全
を 

船
越
小
学
校 

 

皆
笑
顔 

思
い
は
同
じ
と 

願
い
た
い 

田
浦
小
学
校 

 

こ
の
経
験 

期
間
限
定 

子
に
感
謝 

長
浦
小
学
校 

 

お
は
よ
う
と 

笑
顔
で
挨
拶 

 

今
日
も
ま
た 

追
浜
中
学
校 

 

少
人
数 

活
か
し
た 

み
ん
な
の 

翔
鷹
祭 

鷹
取
中
学
校 

 

そ
の
悩
み 

確
か
聞
い
た
ぞ 

五
年
前 

田
浦
中
学
校 

八
部
会 

活
動
を 

楽
し
く
や
っ
て 

絆
増
え 

長
井
小
学
校 

 

今
日
も
ま
た 

え
が
お
花
咲
く 

帰
り
道 

富
士
見
小
学
校 

 

笑
顔
の
輪 

あ
っ
た
か
荻
野 

３０
年 

荻
野
小
学
校 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

そ
の
心
こ
そ 

生
命
線 

武
山
小
学
校 

 

大
楠
の 

今
こ
そ
生
き
る 

絆
の
輪
（
和
） 

大
楠
小
学
校 

 

Ｐ
Ｔ
Ａ 

子
供
の
笑
顔 

望
ん
で
る 

長
井
中
学
校 

 

節
電
で 

初
め
て
気
づ
く 

無
駄
遣
い 

武
山
中
学
校 

 

子
育
て
を 

し
て
い
る
つ
も
り
で 

親
育
て 

大
楠
中
学
校 

 

 

恒例の『ＰＴＡ川柳』。今年度は、市内７２校の川柳をお届

けします。お題は、ずばり『ＰＴＡ』。各校の『ＰＴＡ苦労話』

『自慢話』『理想像』などなど。思わず笑いがもれるもの、校

風が表れるものなど、いずれも力作・名作が揃いました。 

バラエティー豊かな各校の作品、お気に入りの川柳は見つか

りましたか？ぜひ、お楽しみください。 

四
部
会 

Ｐ
Ｔ
Ａ 

そ
れ
は
大
人
の 

部
活
動 

公
郷
小
学
校 

 

出
陣
だ
！
！ 

役
員
決
め
だ
！ 

戦
い
だ
… 

衣
笠
小
学
校 

 
子
ど
も
よ
り 

学
校
大
好
き 

定
例
会 

平
作
小
学
校 

 

あ
と
が
ま
を 

さ
が
し
て
走
る

師
走
か
な 

大
矢
部
小
学
校 

 

Ｐ
Ｔ
Ａ 

楽
し
み
な
が
ら 

行
お
う 

池
上
小
学
校 

 

Ｐ
Ｔ
Ａ 

子
ど
も
の
笑
顔 

つ
く
る
会 

城
北
小
学
校 

 

ア
ラ
不
思
議 

気
付
け
ば 

ど
っ
ぷ
り 

Ｐ
Ｔ
Ａ 

森
崎
小
学
校 

 

役
員
の 

子
ど
も
は
よ
い
子 

う
ち
以
外 

池
上
中
学
校 

 

お
だ
て
ら
れ 

引
き
受
け
た
の
が 

運
の
尽
き 

公
郷
中
学
校 

 

運
営
は 

や
っ
て
わ
か
る
よ 

楽
し
さ
を 

衣
笠
中
学
校 

 

や
べ
や
ま
に 

つ
く
る
地
域
の 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

大
矢
部
中
学
校 

 

夏
休
み 

お
だ
ま
り
子
供
の 

腹
の
虫 

ろ
う
学
校 

 

五
部
会 

諦
め
な
い 

撫
子
お
お
つ
も 

活
躍
中 

大
津
小
学
校 

 

今
年
も
か 

成
り
手
が
な
く
て 

同
じ
顔 

馬
堀
小
学
校 

 

川
柳
を 

詠
ん
で
と 

せ
が
ま
れ 

悩
む
会
長 

走
水
小
学
校 

 

何
の
た
め
？ 

五
百
余
人
の 

は
ち
の
子
の
た
め 

根
岸
小
学
校 

 

我
が
会
長 

鶴
の
一
声 

雀
に
な
し 

望
洋
小
学
校 

 

父
母

ち
ち
は
は

の 

や
る
気
の
も
と
は 

子
ど
も
の
笑
顔 

大
塚
台
小
学
校 

 

怒
っ
て
も 

怒
る
ふ
り
す
る 

娘
に
は 

山
崎
小
学
校 

 

Ｐ
Ｔ
Ａ 

子
ど
も
の
笑
顔
に 

親
の
か
い 

大
津
中
学
校 

 

学
校
は 

親
が
お
手
本 

見
せ
る
と
こ 

馬
堀
中
学
校 

 

六
部
会 

Ｐ ピ
ー

助 す
け

で 

繋
が
る
手
と
手 

助
っ
人
隊 

（
今
年
度
、
鴨
居
小
学
校

で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
助
っ
人
隊
（
Ｐ

Ｔ
Ａ
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
）
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
鴨
の
Ｐ
助
く
ん
」
が
誕
生

し
ま
し
た
。
） 

鴨
居
小
学
校 

 

待
望
の 

メ
ダ
カ
の
親
子 

悠
々
と 

（
昨
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

で
教
材
園
の
整
備
を
し
、

魚
を
放
流
し
た
と
こ
ろ
メ

ダ
カ
が
卵
を
産
み
、
た
く

さ
ん
の
群
れ
に
な
っ
て
泳

い
で
い
ま
す
。
） 

高
坂
小
学
校 

 

高
台
に 

子
ら
と
同
じ 

笑
い
声 

小
原
台
小
学
校 

 

朝
夕
に 

子
ど
も
ら
育
む 

慈
愛
の
瞳 め 

浦
賀
小
学
校 

 

育
て
よ
う 

地
域
と
と
も
に 

手
を
つ
な
ぎ 

浦
賀
中
学
校 

 

統
合
は 

互
い
に
理
解 

歩
み
寄
り 

鴨
居
中
学
校 

 

 

二
部
会 

か
ん
ぱ
い
の 

そ
の
ひ
と
こ
と
で 

つ
か
れ
と
ぶ 

逸
見
小
学
校 

 

き
つ
い
け
ど 

た
め
に
は
な
っ
た 

Ｐ
役
員 

汐
入
小
学
校 

 

役
員
さ
ん 

だ
い
た
い
い
つ
も 

同
じ
顔 

沢
山
小
学
校 

 

こ
ど
も
た
ち 

ま
よ
っ
た
と
き
の 

き
じ
ゅ
ん
て
ん 

桜
小
学
校 

 

お
母
さ
ん
へ 

い
つ
も
心
に 

あ
り
が
と
う 

坂
本
中
学
校 

三
部
会 

旭
日
の 

新
た
な
絆 

地
域
力 

諏
訪
小
学
校 

 

未
来
っ
子
を 

見
ま
も
り
育
む

Ｐ
Ｔ
Ａ 

鶴
久
保
小
学
校  

子
の
た
め
と 

入
っ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ 

い
と
楽
し 

田
戸
小
学
校 

 

震
災
で 

み
ん
な
の
絆 

再
確
認 

豊
島
小
学
校 

 

君
た
ち
の 

未
来
見
守
る 

Ｐ
Ｔ
Ａ 

不
入
斗
中
学
校 

 

運
営
委
員
会
、 

あ
っ
今
日
は
私
の 

誕
生
日 

常
葉
中
学
校 



 

 

 昨年度の大塚台小学校 PTA 広報紙「わかばの丘」が神奈川県 PTA

協議会主催による広報紙コンクールにおいて奨励賞を受賞しました。 

２年連続の受賞の喜びを大塚台小学校の齋藤委員長に伺いました。 

 

広報委員（以下-広）受賞おめでとうございます。まず

は受賞について一言。 

齋藤委員長（以下-齋）委員さんの決断力・努力の賜物。

ベテラン委員さんと新人委員さんのチームワークもよ

かった。 

広－広報紙作りで楽しんでいることは？ 

齋－普段から「これは記事にしたら面白いかも」と考え

ている。委員さんの意見を最優先にし、自らも積極的に

取材に赴いた。 

広－広報紙作りで苦労されているところは？ 

齋－仕事されている委員さんが多い。広報活動だけに時

間をとることができない。委員のなり手がいない。 

広－オリジナルのキャラ

クターが紙面で活躍して

いますが？ 

齋－歴代の広報委員で引

き継がれているもの。数

年前の委員さんが考案し 

誰にでも手を加えることができる簡単なキャラクター

のため、紙面の内容に合わせたイラストに変更すること

ができる。 

広－広報紙作りで心がけていることは？ 

齋－読む側が面白いと思えるもの、残しておきたいと思

えるもの。ＰＴＡのための広報紙…ということを忘れな

い、その反面親子でも楽しんでもらえる内容をいつも心

がけている。 

 

『みなさんの１年を私に預けてください』と委員募集の

際に声をかけると言う齋藤委員長。 

どの学校でも委員決めに苦労を強いられる中、特になり

手のいない…と言われる広報委員会。そんな広報紙作り

を『やらなきゃ損』とばかりに楽しんでいる大塚台小学

校の広報委員会のみなさんの姿は、これからのＰＴＡ委

員のあり方について考えさせられるものでした。 

『楽しみながら広報紙を作る』…それがＰＴＡ広報委

員会の本来の姿なのかもしれません。 

今
年
度
第
一
号
の
広
報
紙
は
い
か
が
で
し

た
で
し
ょ
う
か
？ 

今
回
、
初
の
全
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
川
柳
。「
え
～
め

ん
ど
く
さ
い
」
と
思
わ
れ
た
学
校
も
多
々
あ

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
市
Ｐ
広
報
委
員
は

集
ま
っ
て
く
る
川
柳
に
ニ
ヤ
ニ
ヤ
楽
し
ん
で

お
り
ま
し
た
。 

み
な
さ
ま
だ
け
に
詠
ん
で
い
た
だ
く
の
は

不
公
平
と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ
で
一
句
。 

知
ら
ぬ
間
に 

私
の
肩
書 

広
報
委
員 

（
市
Ｐ
広
報
委
員
は
各
部
会
の
副
部
会
長

が
兼
任
し
て
お
り
ま
す
。
） 

◆わんぱくフェスティバル 2011◆ 

子どもたちのステージ発表や遊びコーナー、各種

出店など盛りだくさんの内容です。親子で楽しい一

日を過ごしてみませんか？たくさんのみなさまの

ご来場をお待ちしています。 

とき：１０月２３日（日）１０時～１５時 

場所：神奈川県立保健福祉大学にて 

◆広報紙コンクール◆ 

平成２１年度から始まりました『横須賀市ＰＴＡ

協議会主催 広報紙コンクール』を今年度も開催い

たします。 

市Ｐ協では、単Ｐ広報委員会の活性化を目的に、

もっと気楽に楽しく広報紙を作っていただける環

境を推進していきたいと考えています。 

発表は平成２４年２月１０日（金） 

『新春のつどい』にて 


